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【伊勢志摩サミット】 

G7 は、子どもたちを取り残したままで良いのでしょうか？ 
～首脳宣言に対する、ワールド・ビジョンの見解～ 

 

本日（5月27日）「G7伊勢志摩首脳宣言」が公表されました。ワールド･ビジョ

ンは、G7 リーダーが多岐に渡る議題について真摯に議論を重ねたことにつ

いて評価します。また、G7 の機会にあわせて日本政府が公表した「Ｇ７伊勢

志摩サミットに向けた我が国の主な貢献策」において、SDGs（Sustainable 

Development Goals:：持続可能な開発目標）推進本部を立ち上げ、その貢献

策として、中東地域の安定化や国際保健に対し具体的な資金的コミットメン

トを表明したことを評価します。 

 

しかしながら、G7伊勢志摩サミット全体としては、G7リーダーは、SDGsの示

す新たな目標に貢献するための、具体的な資金表明や取り組み案を示すこ

とができませんでした。「誰も取り残さない」ことを掲げた SDGs の採択後に

初めて開催された G7 伊勢志摩サミットには、世界中が期待を寄せていまし

たが、世界の超大国リーダーたちは、その期待にこたえることができません

でした。しかし世界の子どもたち、特に最も厳しい環境におかれた子どもたち

は、具体的な行動を求めています。子どもたちは、これ以上待つことはでき

ません。 

 

 昨年のエルマウサミットで、G7 は、2030 年までに 5 億人を飢餓から救うという野心的な宣言を行いました。

この宣言のもと、伊勢志摩サミットでは「Vision for Action（食料安全保障と栄養に関する G7行動ビジョン）」

が提示されましたが、これを推進し目標を達成するための具体的な資金コミットメントを示すことができませ

んでした。毎年、300万人にものぼる 5歳以下の子どもたちが、栄養不良のために命を落としています。 

 

 いまだ 800万人以上の子どもたちが、シリア紛争のために避難生活を余儀なくされています。日本政府は、

シリアおよび周辺国における人道的ニーズに対して新たなコミットメントを示した一方、他の G7 諸国はこれ

に呼応することはありませんでした。 

 

 危険かつ不衛生な環境で労働を強いられている 8,500 万人もの子どもたちがいます。毎年、莫大なインフラ

投資を行う G7 諸国は、それに携わる企業に対し、児童労働根絶を求める力があるにも関わらず、伊勢志

摩宣言は、子どもたちを児童労働から守るための新たな具体的行動を示すことができませんでした。  

 

 毎年、1 億 5,000 万人が、健康を害し医療費の負担が増えることにより、貧困状況に陥っています。ワール

ド・ビジョンは、G7 が交わしたユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）に対する明確なコミットメントを評価

します。UHC は、最も脆弱な人々を資金上の困難から守り、母親や子どもたち等の健康を守り、SDGs の精

神を守る、統合的な保健制度の構築を目指すものです。私たちは、G7 諸国に対し、これらを実現するため

に、2017年中に具体的なコミットメントを示すことを求めます。 

 

 

■ワールド・ビジョン・ジャパンとは 

キリスト教精神に基づき、貧困や紛争、自然災害等のために困難な状況で生きる子どもたちのために活動する国際

NGO。国連経済社会理事会に公認・登録された、約 100 カ国で活動するワールド・ビジョンの日本事務所です。 

詳しくは www.worldvision.jp へ。 
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